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　　　 特集
３………市民の皆さんの意見・要望に答える　市長と語
　　　　る市政懇談会

注目のトピックス
８………新春市民文芸の作品を募集
　　　　きらまつりを開催します
　　　　遊びに行こう！　民話の世界　～康全寺　二の巻～
９………武者行列と火縄銃実演を開催します
　　　　来春入園の保育園私的契約児の募集
　　　　子ども手当の申請が改めて必要です
１０………佐久島クラインガルテン施設見学会
　　　　「第４回矢作古川鵜飼い」を開催します
　　　　耐震改修などの工事費を一部補助します
　　　　川と海のクリーン大作戦

今月の講座案内
１１………一色町公民館講座
　　　　第４回生きがい大学講座
　　　　読み聞かせ講座　発声を学ぼう
１２………老人福祉センターパソコン講座
　　　　文化のまちづくり講座
　　　　母子福祉センターパソコン講座
　　　　八ツ面ふれあいセンター陶芸実習
１３………ブックスタートボランティア養成講座
　　　　糖尿病予防料理教室

　　　 お知らせ
　　　　「女城主の里」恵那市岩村町訪問バスツアー
　　　　アクション油ヶ淵in西尾
１４………岩瀬文庫連続講座　穂国造と三河伴氏
　　　　中央児童館「親子で遊ぼう」スポーツフェスティバル
　　　　第５２回西尾市美術展
　　　　第３２回はず文化祭・芸能祭
　　　　母子・父子家庭１日郊外学習
　　　　ＫＡＴＣＨ番組ガイド
　　　　愛知池～愛知牧場ハイキング
１５………市消防団観閲式
　　　　一色地区障がい者レクリエーション・スポーツ大会
　　　　リサイクルプラザ情報
　　　　市遺児手当を振り込みました

　　　　子ども手当を振り込みます
　　　　介護者のつどい
　　　　認知症サポーター養成講座
　　　　戦傷病者等の妻の方に特別給付金が支給されます
　　　　マタニティ講座　妊娠中の栄養コース
１６………第２５回糖尿病のつどい
　　　　高齢者のインフルエンザ予防接種
　　　　何歳になっても健康プロジェクト 音楽健康講座
　　　　市民活動推進事業補助金２次募集
　　　　不要になった本を募集します
１７………市立看護専門学校社会人入試
　　　　市営住宅入居者募集
　　　　第２２回かぼちゃサミットへのカボチャを募集
　　　　市民病院の停電のお知らせ
１８………特設行政相談所を開設
　　　　私立高等学校・専修学校の授業料を補助します
　　　　１０月は公共用地取得の重点月間です
　　　　電車で行こう！
１９………西三河イベントだより
　　　　情報通信

　　　 いい人発見・キッズアルバム
２０………８０日間佐久島の魅力を探り、全国に情報発信
　　　　 新  里 

にっ さと

 碧 さん
みどり

　　　 岩瀬文庫コレクション
２１……… 除  蝗  録 

じょ こう ろく

　　　 西尾の古を探る
　　　　京の大火と松平 乗  完 

のり さだ

　　　 まちの話題・できごと
２２………南国ムードに染まった５日間　２０１１ハワイアン
　　　フェスティバル

気分は本物の消防士！ 児童が一日体験入　　　　気分は本物の消防士！　児童が一日体験入署署
　　　　壮大なスケール　三河一色大提灯まつり
２３………干潟の生物を観察しよう！ 「親子で海上探検干潟の生物を観察しよう！　「親子で海上探検」」

を開　　　　を開催催
学生が佐久島で改修に挑戦 西渡船場待合室　　　　学生が佐久島で改修に挑戦　西渡船場待合室リリ
ノベーショ　　　　ノベーションン

　　　 裏表紙
２４………西尾秋まつり

■今月の納期　　納期限は１０月３１日

　○市県民税（普通徴収分）………………………第３期

　○国民健康保険税（普通徴収分）………………第５期

　○介護保険料（普通徴収分）……………………第４期

　○後期高齢者医療保険料（普通徴収分）………第４期

　○し尿くみ取り手数料……………………………第４期

　　※口座振替の方は残高をご確認ください。

■西尾市の人口（９月１日現在）

　○総数　１６９，３４８人（前月比＋６８）

　　男性　８５，０８８人　　女性　８４，２６０人　　

　○世帯数　５６，９９９世帯（前月比＋１２１）

■市内の交通（人身）事故　※（　）は１月からの累計

　８月　７６件（５７９件）

　　負傷者　８７人（６８６人）　　死亡者　０人（７人）

■市内の火災　８月　５件（４７件）

■救急車の出動回数　８月　5２１件（３，８８８件）
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　収穫に感謝する秋祭りも近づき、取材先でも大きく

頭を垂れた稲穂や刈り取りの終わった田んぼを見るよ

うになりました。私も農協のオペレーターさんに苗を

植えてもらって稲を刈ってもらい、周りからは「何も

することがないじゃない」と言われるような稲作のま

ねごとをしています。それでも水の管理や草刈りなど

手入れが行き届きません。完璧に刈り込まれた緑のあ

ぜ道と黄金に輝く見事な稲を見かけると「いつかはあ

んな田んぼにしてみたい！」と憧れます。（み）

　８月２６日・２７日、一色町の諏訪神社で大

提灯まつりが行われました。日没後の午後

７時から大提灯に火を入れる献燈祭が行わ

れ、火のついた長さ約 １ ． ２ 杓、重さ約８０手

の巨大なろうそくが、次々に提灯の中に引

き上げられました。
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３
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３
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ま
し
た

ま
し
た
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こ
の
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
政
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
率

こ
の
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
政
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
率
直直

な
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
対
す
る
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

な
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
対
す
る
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、、
町
内
会

町
内
会

長長
をを
は
じ
め
女
性
代
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老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
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各
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団

は
じ
め
女
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代
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老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
の
各
種
団
体体
代
表
者
約
３
４
０

代
表
者
約
３
４
０
人
が
出
席
し
た

人
が
出
席
し
た
懇
談
会
で
話
し
合

懇
談
会
で
話
し
合

わ
れ
た
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
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わ
れ
た
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
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ま
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成
　
年
４
月
１
日
に
幡
豆
郡
３
町

２３

　
　
の
一
色
町
、
吉
良
町
、
幡
豆
町
と

合
併
し
、
人
口
　
万
人
超
の
新
「
西
尾

１６

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
生
か
し
た
、
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
（
西
尾
中
学
校
区
）

　　
　
合
併
に
あ
た
り
、
新
「
西
尾
市
」

　
　
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
「
自
然

と
文
化
と
人
々
が
と
け
あ
い
　
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
合
併
に
よ
り
、
市
は
旧
幡
豆
郡
３
町

の
豊
か
な
自
然
、
文
化
、
産
業
な
ど
、

新
た
な
地
域
資
源
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
例
え
ば

吉
良
・
幡
豆
地
区
で
は
強
固
な
地
盤
を

生
か
し
た
企
業
誘
致
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
観
光
地
を
結
ん
だ
観
光
ル

ー
ト
を
つ
く
り
、
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
今
年
度
と
来
年
度
に

か
け
て
、
向
こ
う
　
年
間
の
新
市
の
総

１０

合
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提

案
を
反
映
す

る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
際

に
は
、
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
織
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
個

　
　
々
に
目
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

西
尾
市
の
末
端
ま
で
目
が
届
く
行
政
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
幡
豆
中
学
校
区
）

　
　

　
　
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
る
た

　
　
め
に
合
併
を
し
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
合
併

の
最
終
目
標
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
職
員
に
は
、
現
場
へ
必
ず
足
を
運
ぶ

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
こ

れ
か
ら
も
現
場
へ
足
を
運
び
、
自
分
の

目
で
確
か
め
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
行
政
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
業
務
に
当
た

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
松
町
は
伊
文
保
育
園
が
避
難
場
所

　
　
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
訓
練

に
出
席
し
て
み
る
と
と
て
も
多
く
の
町

内
会
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
伊
文
保

育
園
の
よ
う
な
小
さ
な
場
所
で
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。
近
く
の
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
緊
急
の
避
難
場
所
に
な
る
か
、

避
難
場
所
へ
の
予
定
収
容
人
数
な
ど
、

大
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対
応
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
生
活
用
水
の
確
保

に
井
戸
水
を
活
用
し
た
い
の
で
、
採
掘

に
補
助
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
（
鶴
城

中
学
校
区
）

　
　
若
松
町
は
伊
文
保
育
園
が
地
震
災

　
　
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ

れ
て
お
り
、
園
庭
に
避
難
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
風
水
害

時
は
八
ツ
面
小
学
校
が
指
定
避
難
所
と

な
り
、
３
５
８
０
人
が
収
容
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
水
害

時
の
避
難
所
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
の

で
、
緊
急
時
に
は
避
難
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
災
害
に
よ
っ
て
避
難
所
を
開

設
す
る
際
に
は
、
市
職
員
を
派
遣
し
、

そ
の
運
営
を
担
い
ま
す
。

　
飲
み
水
は
３
日
分
は
各
個
人
で
確
保

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
３
日
た
て

ば
、
支
援
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
井
戸

の
補
助
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

　
地
震
の
避
難
場
所
は
屋
外
の
園
庭
や

広
場
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
地
震
の
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
そ
こ
に
い
て
く
だ
さ

い
。
八
ツ
面
小
学
校
の
方
が
近
い
人
は
、

融
通
性
を
持
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
の
東
日
本
大
震
災
で
住
民
は
大
き

　
　
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
見
直
し
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
一
色
中
学

校
区
／
関
連

質
問
…
鶴
城
、

西
尾
、
福
地
、

東
部
中
学
校

区
）
　
 　
 　

　
　
今
回
の
大
震
災
で
国
も
い
ろ
い
ろ

　
　
な
計
画
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
４
月
に
開
か
れ
た
国
の
「
中
央
防

災
会
議
」
で
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
今
後
の
津
波
対
策
や
大
規
模

地
震
の
備
え
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が

連
動
発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、
見
解

が
こ
の
秋
に
発
表
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
発
表
を
受
け
て
各
都
道
府
県
が
、

そ
の
後
各
市
町
村
が
防
災
計
画
な
ど
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
併
前
に
幡
豆
郡
３
町
で
鳴
っ
て
い

　
　
た
正
午
の
サ
イ
レ
ン
は
、
農
業
や

漁
業
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人

た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
合
図

で
す
。
復
活
を
望
み
ま
す
。
（
一
色
中

学
校
区
／
関
連
質
問
…
吉
良
、
幡
豆
中

学
校
区
）

　
　
昼
の
サ
イ
レ
ン
で
す
が
、
合
併
前

　
　
の
協
議
の
結
果
、
廃
止
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
防
が
鳴
ら
し
て

い
た
サ
イ
レ
ン
は
、
消
防
無
線
の
電
波

を
使
用
し
て
遠
隔
操
作
を
し
て
い
た
た

め
、
毎
日
の
サ
イ
レ
ン
時
に
一
時
的
に

平平平平平平平平平平平●答 
行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政

組組組組組組組組組組組●答 

先先先先先先先先先先先●答 

合合合合合合合合合合合

●答 

若若若若若若若若若若若

●答 

緊急情報を伝える同報無緊急情報を伝える同報無線線

防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災
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全
て
の
消
防
無
線
の
使
用
を
中
断
す
る

必
要
が
あ
り
、
本
来
の
消
防
業
務
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
報
無
線
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
も
、
合
併
協
議
の
中
で
「
一
般
放

送
の
チ
ャ
イ
ム
は
、
現
行
の
と
お
り
と

し
、
放
送
内
容
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
生
命
・
財
産
に
か
か
る
緊
急
情

報
と
す
る
」
こ
と
で
合
意
し
て
い
ま
す
。

昼
の
サ
イ
レ
ン
が
な
く
な
っ
て
違
和
感

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
慣
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
　
岸
堤
防
の
耐
震
化
に
つ
い
て
伺
い

　
　
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波

は
テ
レ
ビ
で
何
度
見
て
も
身
の
毛
が
よ

だ
ち
ま
す
。
市
か
ら
、
旧
西
尾
市
に
あ

る
堤
防
全
長
　
・
７
娃
の
う
ち
、
耐
震

１３

化
に
な
っ
て
い
る
の
は
　
％
と
聞
き
ま

１４

し
た
。
　
％
が
昔
造
っ
た
ま
ま
の
堤
防

８６

で
す
。

　
地
震
専
門
家
は
、
南
海
沖
、
東
南
海

沖
、
東
海
沖
で
地
震
が
連
動
し
て
起
き

る
可
能
性
が
大
き
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

津
波
は
地
震
が
も
と
で
起
き
ま
す
。
西

尾
市
の
堤
防
は
ほ
と
ん
ど
が
砂
地
で
液

状
化
現
象
が
起
き
や
す
く
、
津
波
が
防

げ
な
い
の
で
は
と
心
配
で
す
。

　
寺
津
地
区
は
、
海
抜
０
ｍ
地
域
に
住

ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
１

日
で
も
早
く
耐
震
化
堤
防
に
し
て
く
だ

さ
い
。
（
寺
津
中
学
校
区
）

　
　
現
在
、
寺
津
海
岸
に
お
い
て
、
県

　
　
に
よ
り
耐
震
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
県
で
は
、
海
抜
０
ｍ
地
帯
で
家
屋

が
建
ち
並
ん
で
い
る
な
ど
大
き
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
区
間
を
優
先
対
策
区
間

と
位
置
付
け
、
「
あ
い
ち
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成

　
年
度
末
ま
で
に
は
、
優
先
対
策
区
間

２６の
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
標
に
事
業

を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
寺
津

海
岸
は
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い

て
、
市
と
し

て
も
防
災
対

策
上
、
一
刻

も
早
く
整
備

が
進
む
よ
う

県
当
局
へ
働

き
か
け
を
し

て
い
き
ま
す
。

　　
　
日
福
地
駅
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

　
　
朝
９
時
ご
ろ
自
転
車
で
行
き
ま
す

と
、
駐
輪
場
は
い
っ
ぱ
い
で
自
転
車
が

置
け
ま
せ
ん
。
駐
輪
場
を
拡
張
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
（
福
地
中
学
校
区
）

　
　
名
鉄
福
地
駅
前
自
転
車
駐
車
場
は
、

　
　
年
々
、
利
用
者
が
増
え
、
ご
指
摘

の
と
お
り
満
杯
状
態
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度

に
、
約
　
台
４０

分
の
増
設
を

計
画
し
て
お

り
、
　
月
ご

１０

ろ
か
ら
工
事

に
入
り
、
年

末
に
は
使
用

で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
名

鉄
西
尾
・
蒲

郡
線
は
、
存

続
問
題
に
揺

れ
て
い
ま
す

が
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
、
ま
た
、
学
生
や
子

ど
も
、
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
た
め

に
、
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
路
線
で
す
。

残
し
て
い
く
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
心
で
す

の
で
、
今
後
も
名
鉄
電
車
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
「
西
尾
市
」
は
海
あ
り
山
あ
り
と

　
　
非
常
に
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
関
連
を
中
心
と
し
た
産
業
や

全
国
的
に
有
名
な
特
産
品
に
支
え
ら
れ
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
周
辺
の
市
と
比
べ
西
尾
市

は
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
便
で

陸
の
孤
島
に
近
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
将

来
の
西
尾
市
の
発
展
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
（
平
坂
中
学
校

区
）

　
　
市
周
辺
の
高
速
道
路
は
、
東
名
高

　
　
速
道
路
、
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
が

あ
り
ま
す
。

　
東
名
高
速
道
路
へ
は
、
衣
浦
岡
崎
線

を
利
用
し
て
岡
崎
イ
ン
タ
ー
へ
、
国
道

　
号
を
利
用
し
て
音
羽
蒲
郡
イ
ン
タ
ー

２３へ
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
へ
は
、
国
道

　
号
を
利
用
し
て
豊
明
イ
ン
タ
ー
へ
、

２３国
道
２
４
７
号
と
知
多
半
島
道
路
を
利

用
し
て
大
府
イ
ン
タ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

国
・
県
道
を
利
用
し
て
の
ア
ク
セ
ス
と

な
り
ま
す
。

　
各
路
線
の
整
備
状
況
で
す
が
、
国
道

　
号
は
、
平
成
　
年
度
末
に
安
城
の
藤

２３

２４

井
イ
ン
タ
ー
ま
で
４
車
線
化
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
衣
浦
岡
崎
線
は
、
現
在
、
県
に
お
い

て
岡
崎
市
内
で
一
部
整
備
中
で
早
期
供

用
開
始
を
目
指
し
て
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
国
道
２
４
７
号
で
は
、
寺
津
大
明
神

の
交
差
点
よ
り
碧
南
側
に
つ
い
て
、
４

車
線
化
が
完
了
し
て
お
り
、
知
多
半
島

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
高
速
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
、
市
の
発
展
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
未
整

備
区
間
は
、
早
期
整
備
を
関
係
機
関
へ

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

海海海海海海海海海海海
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通
機
関
の
不
便
な
と
こ
ろ
や
老
人

　
　
の
通
院
な
ど
を
配
慮
し
て
、
旧
幡

豆
郡
３
町
に
も
早
く
く
る
り
ん
バ
ス
路

線
の
新
設
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
吉
良

中
学
校
区
／
関
連
質
問
…
一
色
、
佐
久

島
、
鶴
城
、
寺
津
、
福
地
中
学
校
区
）

　
　
く
る
り
ん
バ
ス
を
含
め
、
市
に
お

　
　
け
る
公
共
交
通
体
系
は
、
地
域
公

共
交
通
会
議
で
各
種
交
通
機
関
が
役
割

を
明
確
に
し
な
が
ら
共
存
を
図
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
の
く
る
り
ん
バ
ス
の
路
線
に

２３
つ
い
て
は
現
行
の
ま
ま
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
　
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
今

２４

年
度
開
催
す
る
地
域
公
共
交
通
会
議
の

中
で
、
旧
幡
豆
郡
３
町
へ
の
対
応
も
含

め
、
地
域
の
交
通
資
源
の
有
効
な
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
ど
の
地
域
に
ど
の
よ

う
な
交
通
手
段
が
必
要
か
な
ど
総
合
的

な
交
通
施
策
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
で
は
お

　
　
よ
そ
　１０

年
前
か
ら
過

疎
化
が
激
し

く
な
り
、
行

政
に
相
談
し
、

支
援
を
受
け

て
現
代
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
事
業
を

起
こ
し
、
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
２
、
３
年
前
か
ら
事
業
が
実
り
、
た

く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
代
ア
ー
ト
事
業
を
中
長

期
な
も
の
と
し
て
、
せ
め
て
５
か
年
計

画
で
予
算
面
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
（
佐
久
島
中
学
校
区
）

　
　
島
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

　
　
り
組
み
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
な
ど

に
よ
り
佐
久
島
の
観
光
客
が
増
加
す
る

と
と
も
に
多
く
の
方
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
市
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
久
島
は
市
の
重
要
な
観
光

資
源
と
い
う
認
識
も
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
佐
久
島
活
性
化
事
業
補
助

金
や
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
業
務
を
委
託
し

て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
予
算
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ

く
り
は
予

算
も
必
要

で
す
が
、

基
本
的
に

は
人
が
つ

く
る
も
の

だ
と
考
え

て
い
ま
す

の
で
、
今

後
と
も
ご

理
解
と
ご

協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。

　
　
の
町
内
で
は
、
結
婚
し
て
い
な
い

　
　
成
年
の
方
な
ど
が
徐
々
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
方
の
両
親
も
高
齢

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
結
婚
で
き

な
い
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
対

策
は
あ
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
対
策
に
つ
い
て
も
お

聞
き
し
た
い
で
す
。
（
福
地
中
学
校
区
）

　
　
結
婚
チ
ャ
ン
ス
の
増
大
に
つ
い
て
、

　
　
農
林
水
産
課
が
支
援
す
る
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
で
は
、
毎
年
「
農
業
体
験
ツ
ア
ー
」

ま
た
は
「
タ
ッ
チ
・
ザ
・
ア
グ
リ
」
と

銘
打
っ
て
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
結
婚
の
相
談
・
紹
介
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
も
、
若
い
世
代
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
対
策
で
は
、
平
成
　
年
３
月

２２

に
「
西
尾
市
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行

動
計
画
」
を
策
定
し
て
、
計
画
的
に
子

育
て
支
援
と
少
子
化
問
題
に
対
す
る
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
市
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
基
本
理
念
を
「
に
っ
こ
り
　
し
あ
わ

せ
　
お
と
な
も
こ
ど
も
も
い
っ
し
ょ
に

育
つ
ま
ち
　
に
し
お
」
と
定
め
、
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
早
朝
保
育
の
実
施
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
相
談
体
制
の
充
実
な
ど

１
１
８
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
計
画
書
を

配
置
し
て
お
り
、
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
安
心
し
た

　
　
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
、
充
実
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
元
気
な
高
齢
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り

と
し
て
、
公
共
施
設
の
受
付
業
務
を
は

じ
め
と
す
る
生
涯
現
役
で
活
動
で
き
る

よ
う
な
場
づ
く
り
対
策
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。
（
平
坂
中
学
校
区
／
関
連
質

問
…
西
尾
中
学
校
区
）
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一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
高
齢
者
の

　
　
方
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
民
生
委
員
さ
ん
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
り
、
緊
急
連
絡

先
な
ど
を
記
載
し
て
も
ら
う
シ
ル
バ
ー

カ
ー
ド
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
見
守
り

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
の
自
発
的
な
活

動
お
よ
び
交
流
の
場
の
提
供
と
し
て
は
、

市
内
に
高
齢
者
交
流
広
場
を
旧
西
尾
市

内
６
か
所
、
旧
一
色
町
内
１
か
所
の
計

７
か
所
設
置
し
、
平
坂
校
区
に
は
平
坂

こ
と
ぶ
き
会
館
が
あ
り
ま
す
。

　
元
気
な
高
齢
者
の
方
の
活
躍
の
場
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
な
ど
で

は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
に
よ
り
、
長
年

培
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
ご
活
躍
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
地
に
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ

　
　
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て

有
意
義
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
年
２２

度
ま
で
は
施
設
を
無
料
で
使
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
　
年
度
か
ら
有
料
に
な
り

２３

ま
し
た
。

　
地
域
で
明
る
く
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
場

所
で
す
。
負
担
の
な
い
セ
ン
タ
ー
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
使
用
料
金
の

撤
廃
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
鶴
城
中
学

校
区
／
関
連
質
問
…
吉
良
中
学
校
区
）

　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
は
、

　
　
文
化
会
館
や
総
合
体
育
館
な
ど
を

利
用
さ
れ
る
方
と
同
様
に
受
益
者
負
担

の
原
則
や
利
用
者
間
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
使
用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
使
用
料
の
撤
廃
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
月
に
市
か
ら
、
次
年
度
よ
り
校
区

　
　
社
会
教
育
推
進
委
員
会
の
廃
止
を

通
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
校
と
家
庭
・

地
域
を
結
ぶ
校
区
社
会
教
育
の
要
と
し

て
の
社
会
教
育
推
進
委
員
会
は
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
推
進
委
員
会
に
替
え
て
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
（
東
部
中
学
校
区
／
関

連
質
問
…
鶴
城
中
学
校
区
）

　
　
社
会
教
育
事
業
の
委
託
料
は
廃
止

　
　
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
校

区
の
社
会
教
育
推
進
委
員
会
は
、
地
域

の
自
主
的
な
組
織
で
す
。
校
区
で
必
要

と
な
る
連
絡
・
調
整
会
議
な
ど
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
主
的
に
活

動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
推
進
委
員
会
は
、
地
域
に

お
い
て
、
大
人
や
青
少
年
、
子
ど
も
た

ち
が
交
流
し
、
食
育
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
健
康
や
命
の
大
切
さ
を
話
し
合
っ

た
り
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
活
動
を
含

め
幅
広
い
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
活
動
す
る
組
織
で
す
。

　
一
方
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
は
、
地
域
の
連
携
や
課
題
の
解
決
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
活
動
す
る

組
織
で
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
も
、
社
会
教
育
推
進
委
員
会
と
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
は
共
存
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
地
区
の
親
睦
の
基

盤
で
あ
り
ま
す
し
、
行
政
に
と
っ
て
も

協
働
の
有
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期

待
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会

で
安
心
し
て
住
め
る
雰
囲
気
づ
く
り
な

ど
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
校
区
で
の
設
立
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

●答 

各各各各各各各各各各各

４４４４４４４４４４４

●答 

●答 
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社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
教教教教教教教教教教

社
会
教
育育育育育育育育育育育

高齢者の交流の場 平坂ことぶき会高齢者の交流の場　平坂ことぶき会館館

鶴城ふれあいセンタ鶴城ふれあいセンターー

市政懇談会の様市政懇談会の様子子



広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 ８８

　「新春」をテーマにした文芸作品を募集します。

応募資格　市内在住の方

募集作品　 ▼川柳部門（選者＝肥後 勇 氏）…新年雑
いさむ

詠、１人３句以内　 ▼俳句部門（選者＝加古 宗 
そう

 也 氏）…新春当季雑詠、１人３句以内　 ▼短歌
や

部門（選者＝斎藤すみ子氏）…新春雑詠、１人

３首以内　

賞　入賞者には記念品を贈呈し、作品を広報にしお

２４年1月1日号に掲載します。

応募方法　はがきの表面に出品者の住所、氏名（ふ

りがな）、電話番号、裏面に作品のみを記載し、

西尾市役所情報課「新春市民文芸○○部門」係

（〒 ４ ４ ５ ―８５０１／住所不要）へ郵送してください。

※１枚のはがきで３句または３首応募できます。

応募期限　１０月３１日捷　

　※当日消印有効。

その他　①作品は新作で、未発表のものに限ります

②氏名は本名を記載してください　③便せんなど、

はがき以外での応募はご遠慮ください　④小・中

学校のクラス単位で応募する場合は、応募用の様

式がありますのでお問い合わせください。

問合先　情報課広報担当

新春市民文芸の作品を募新春市民文芸の作品を募集集

　昔から伝わる民話をお寺の境内や本堂を舞台に上

演します。「今と昔」をテーマにしたコーナーもあ

ります。ぜひ、お越しください。

日時　①１０月７日晶　午後５時　②１０月８日松　午

前８時３０分

場所　康全寺（満全町）

出演　田中ふみえ氏（語り）、松田仁氏（しの笛）、

鳥山ひろみ氏（フルート）、中根誠之氏（和太鼓）

ほか

定員　 ２ ０ ０ 人程度

参加料　無料

主催　西尾市「地域文化育成講座」実行委員会

その他

　①事前申し込みは不要。

　②７日晶は家康行列が登場します。

　③８日松は芋煮などの無料サービスがあります。

問合先　文化振興課庶務担当（緯５６・６６６０／岩瀬文

庫内）

遊びに行こう！ 民話の世界～康全寺二の巻遊びに行こう！　民話の世界 ～康全寺 二の巻～～

きらまつりを開催しまきらまつりを開催しますす

　原口あきまさショーやキャ

ラクターショー、青空市場、

物産展、餅投げ、こども広場

などさまざまなイベントを行

います。

日時　１１月１２日松・１３日掌　

午前９時～午後４時３０分

※原口あきまさショーは、

１３日掌午後２時～２時４０

分。

場所　コミュニティ公園（吉

良町上横須賀地内）

※名鉄上横須賀駅から徒歩

約１０分。

その他　駐車場が狭いため、

小学校などの臨時駐車場か

ら無料シャトルバスを運行

しますのでご利用ください。

問合先　商工観光課商工観光

担当、きらまつり実行委員

会（緯３２・１１４１／吉良町商

工会内）

●
原
口
あ
き
ま
さ
…
福
岡
県
出
身
の
も
の
ま

ね
タ
レ
ン
ト
、
お
笑
い
芸
人
。
明
石
家
さ
ん

ま
、
柳
葉
敏
郎
な
ど
の
も
の
ま
ね
で
人
気
。

現
在
も
テ
レ
ビ
、
ド
ラ
マ
な
ど
で
活
躍
中
。



９９ 平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号広広報報

　保育園の定員に余裕がある園に限り「保育に欠け

ていない児童（私的契約児）」の入園申し込みを受

け付けます。

対象　３歳以上のお子さん（２４年４月１日現在の満

年齢）

申込日時　 ▼幡豆地区の保育園…１０月２０日昭　午前

９時～正午　 ▼吉良地区の保育園…１０月２０日昭　

午後１時３０分～５時　 ▼西尾・一色地区の保育園

…１０月２１日晶　午前９時～正午

※各地区の指定日時に都合の悪い方は、ほかの地

区の指定日時でも申し込み可。

申込場所　市役所多目的室（１階）

入園申込書配布方法　１０月３日捷から、子ども課ま

たは市内の各支所生活課で配布

※１０月１１日昇からは、一色・吉良・幡豆地区の保

育園でも配布します。ただし、土・日曜日を除

く。

入園可能園問合先　１０月１４日晶から、一色・吉良・

幡豆地区の保育園は市内の各支所生活課、西尾地

区の保育園は子ども課へ。

　※１０月１３日昭以前は問い合わせ不可。

問合先　子ども課入園担当

来春入園の保育園私的契約児の募来春入園の保育園私的契約児の募集集

　「平成２３年度における子ども手当の支給等に関す

る特別措置法（子ども手当特別措置法）」が施行さ

れたことにより、１０月分から半年間の子ども手当制

度が変更になります。手当を引き続き受給するため

には、現在受給中の方を含め、改めて申請が必要に

なります。

支給月額の変更　 ▼０歳～３歳未満…１５，０００円　 ▼

３歳～小学生…１０，０００円。ただし、第３子以降は

１５，０００円　 ▼中学生…１０，０００円

支給要件の変更　①海外に居住しているお子さんは

支給対象外。ただし、留学中の場合を除く　②児

童養護施設などに入所しているお子さんは、施設

の設置者に支給　③監護・生計同一要件を父母と

も満たす場合は、お子さんと同居している方に支

給。ただし、単身赴任の場合を除く。

申請期間　１０月１日松～２４年３月３０日晶

申請・問合先　子ども手当を受給中の方には、１０月

中旬に申請書を送付します。申請書に必要事項を

記入の上、同封の返信用封筒で子育て支援課こど

も福祉担当へ。

　※公務員の方は勤務先に申請してください。

その他　①添付書類として、請求者本人の保険証の

写しが必要です　②子ども手当を受給しておらず、

要件に該当する方は直接同課で申請してください。

子ども手当の申請が改めて必要で子ども手当の申請が改めて必要ですす

日時　１０月８日松　 ▼午前１１時…

武者行列とマーチングバンド演

奏　 ▼午前１１時３０分…火縄銃実

演

場所　歴史公園～西尾小学校グラ

ウンド

内容　西尾小学校マーチングバン

ドの演奏とともに、西尾藩鉄砲

衆の 甲 
かっ

 冑 武者や西尾幼稚園児の
ちゅう

手づくり甲冑武者隊の行列が、

歴史公園から西尾小学校まで練

り歩きます。西尾小学校グラウ

ンドでは、西尾藩鉄砲衆が古式

火縄銃の実射を行います。

その他　雨天の場合は火縄銃の実

演のみ開催します。

問合先　文化振興課庶務担当（緯

５６・６６６０／岩瀬文庫内）

武者行列と火縄銃実演を開催しま武者行列と火縄銃実演を開催しますす

▲昨年行われた火縄銃実演の様子



広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 １１００

　市では、地震発生時の木造住宅の倒壊による災害

を防止するため、耐震改修などを行う方に対し、そ

の費用の一部補助を行っています。

対象となる建物　昭和５６年５月３１日以前に着工し、

市が実施する無料耐震診断を受けた木造住宅

補助限度額　

▲

耐震改修…９０万円　

▲

簡易改修…３０

万円　

▲

小規模改修…１５万円　

▲

取壊し…２０万円

申請・問合先　申請書に必要事項を記入の上、工事

着工前に直接建築課営繕担当へ。申請書は同課に

用意。市ホームページからもダウンロードできま

す。

その他

①耐震改修を行った場合、所得税や固定資産税の

控除が受けられることがあります。

②同一敷地内で２つ以上の耐震改修などを行う場

合は、いずれか１つが補助の対象となります。

耐震改修などの工事費を一部補助しま耐震改修などの工事費を一部補助しますす

　矢作川堤防と海岸の清掃を行いま

す。どなたでも参加できますので、

直接会場にお越しください。

日時　１０月２３日掌　午前８時～１０時

　※雨天中止。

会場　右図のとおり

その他　軍手は準備します。

問合先　河川港湾課河川担当

川と海のクリーン大作川と海のクリーン大作戦戦

▲

昨
年
の
活
動
の
様
子

▲

清
掃
会
場
（
８
か
所
）

日時　１０月１８日昇　①午後５時　②午後７時　

場所　高水敷親水広場（徳次町）　

参加料（弁当、焼きたて鮎、飲み物付き）　 ▼中学

生以上… ５ ，０ ０ ０ 円　 ▼小学生… ３ ，０ ０ ０ 円

チケット販売　おしろタウン・シャオのインフォメ

ーション、にしお観光案内所（名鉄西尾駅構内）

で前売り券を販売中。

問合先　や・や・や矢作古川舟遊び実行委員会事務

局（緯 ０ ９ ０ ・６６１０・４３５３）、市観光協会（商工観

光課内）

「「第第４４回矢作古川鵜飼い」を開催しま回矢作古川鵜飼い」を開催しますす

　市では、２４年４月にオープン予定の佐久島クライ

ンガルテンの管理棟やラウベ（宿泊施設）の施設見

学会を開催します。

期日　１０月２８日晶～３０日掌のいずれか希望する日

集合時間／場所　午後２時１０分／佐久島西港

費用　無料。ただし、渡船料金などは各自負担。

申込期間　１０月３日捷～２１日晶

申込・問合先　電話で佐久島振興課離島振興担当

（緯７２・９６０７／一色支所内）へ。

その他　①佐久島西港から現地までは徒歩で移動し

ます　②渡船を利用する方は渡船時間などを確認

の上、お越しください。

佐久島クラインガルテン施設見学佐久島クラインガルテン施設見学会会



１１ 平成２３年１０月１日号広報

講　師費用定員内　　　容場　　所日　　　　 時

鈴木一夫氏無料１５人発声方法の基礎を学びます幡豆図書館視聴覚室
１０月２５日昇、１１月８日昇・２２日昇、１２月６
日昇・２０日昇　午前１０時～１１時３０分

対象　読み聞かせボランティアを始めたい方や活動

を行っている方、朗読に興味のある方

申込・問合先　１０月２３日掌までに、直接または電話

で幡豆図書館（緯６２・６５８８）へ。先着順。ただし

３日捷・１７日捷を除く。

読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみ聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかせせせせせせせせせせ講講講講講講講講講講読み聞かせ講座座座座座座座座座座座　発発発発発発発発発発声声声声声声声声声声をををををををををを学学学学学学学学学学ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼうううううううううう発声を学ぼう

講　 師受講料定員テ　　ー　　マ場    所日　    時対　　 象

公証人　
星野英敏氏

 ２ ０ ０ 円８０人
安心な老後を生きる～自分も家
族も心配のない老後の迎え方～

一色町公民館
１０月２６日昌　午後１
時３０分～３時３０分

市内在住または在勤の
おおむね６０歳以上の方

申込期間　１０月６日昭午前９時～２０日昭午後８時３０

分。ただし、１１日昇・１２日昌・１７日捷を除く。

申込・問合先　受講料を持参の上、直接一色町公民

館（緯７２・３４１１）へ。先着順。代理人による申し

込みもできますが、電話や郵送での申し込みはで

きません。

その他　申込者が少ないときは開講しない場合があ

ります。

第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回生生生生生生生生生生ききききききききききががががががががががいいいいいいいいいい大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学講講講講講講講講講講第４回生きがい大学講座座座座座座座座座座座

■受 受講料　■教 材料費

持 ち 物 な ど講　師費    用定員内　　  容日　 時　 な　 ど講 座 名

はさみ、ピンセ
ット、キッチン
クロスなど

橘 三  千  治 氏
み ち はる■受  ６ ０ ０ 円

■教 １回 １，０ ０ ０ 円
１２人

情緒ある空間を演出する
こけ玉を作ります

１１月９日昌、１２月１４日昌、
２４年１月１８日昌　午後１
時３０分～３時３０分

こけ玉作り

筆記用具、水彩
用具、仏像の写
真

榊原宏之氏
■受  ６ ０ ０ 円
■教  ３ ０ ０ 円

１０人水彩画で仏を描きます
１１月１０日昭・１７日昭、１２
月１日昭　午前１０時～正
午

心をひかれ

る 仏 をかく
ほとけ

タオル、エプロ
ン、持ち帰り容
器

松井 吉  雄 氏
よし お■受  ６ ０ ０ 円

■教 １回 ８ ０ ０ 円
１２人そば粉から麺を打ちます

１１月１２日松・１９日松・２６
日松　午前９時～１１時３０
分

手打ち麺

動きやすい服装、
タオル

本多 克  周 氏
かつ ひろ

■受  ２，０ ０ ０ 円１２人
体操で肩こりの改善や骨
盤矯正などを行います

１１月１２日～２４年１月２１日
の毎回土曜日　全１０回　
午後１時３０分～３時

のびのび気
功体操

布巾、エプロン、
持ち帰り容器

新実真智子氏
■受  １，０ ０ ０ 円
■教 １回 ９ ０ ０ 円

１５人
洋菓子や和菓子などのデ
ザートを作ります

１１月１６日～２４年２月１５日
の毎回水曜日　全５回　
午後１時３０分～３時

楽しいお菓
子作り

筆記用具、英和
・和英辞典

ダニエル　ワ
イヅィ氏

■受  ２，０ ０ ０ 円
■教  ２ ０ ０ 円

１５人
外国人講師と共に英会話
を学びます

１１月２６日～２４年２月２５日
の毎回土曜日　全１０回　
午前１０時～１１時３０分

初めて学ぶ
英会話

対象　市内在住、在勤または在学の１６歳以上の方

申込期間　１０月４日昇午前９時～１６日掌午後８時３０

分。ただし、１１日昇・１２日昌を除く。

申込・問合先　直接一色町公民館（緯７２・３４１１）へ。

申込期間内に定員を超えた場合は、初めて受講す

る方を優先の上、抽選を行います。代理人による

申し込みもできますが、電話や郵送での申し込み

はできません。

その他　申込者が少ないときは開講しない場合があ

ります。

一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講一色町公民館講座座座座座座座座座座座



広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 １１２２

講　　 師受講料定員内　　　　　容場　 所日　時対　 象

静岡文化芸術大学准
教授　中尾知彦氏

 無料
４０人
程度

聴 衆 の ニ ー ズ に 合 っ た コ ン サ ー ト を 企 画 す
る た め の マ ー ケ テ ィ ン グ の 基 礎 を 学 び ま す

岩瀬文庫地階
研修ホール

１０月２２日松
午後２時

どなたでも参
加できます

申込期間　１０月４日昇～２１日晶。ただし、１０日抄・

１１日昇・１７日捷を除く。

申込・問合先　直接または電話で、文化振興課庶務

担当（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）へ。

文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり講講講講講講講講講講文化のまちづくり講座座座座座座座座座座座

講　師費用定員内　　   　　容日　　　 　　時

渡辺哲男氏無料１５人
パソコンの基礎や、仕事でワードとエクセル
を活用する方法を学びます

１１月２日昌・４日晶・５日松・９日昌・１１日晶
・１６日昌・１８日晶・１９日松・２５日晶・２６日松
午後７時～８時４５分

対象　市内在住の母子家庭の母親

場所　総合福祉センター第３集会室

申込期間　１０月４日昇～１４日晶　午前９時～午後５

時。ただし、松掌抄を除く。

申込・問合先　直接または電話で、市社会福祉協議

会（緯 ５６・５９００／総合福祉センター内）へ。先着

順。

その他　①申込者が少ないときは開講しない場合が

あります　②ボランティアによる託児があります。

母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ母子福祉センターーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソココココココココココンンンンンンンンンンパソコン講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座講座

講　師費  用定員内　　   　 容日　　　　　 時講  座  名

渡辺哲男氏 １ ，０ ０ ０ 円２０人
パソコンの基礎やマウス操作、
日本語入力、ワードの基本を
学びます

１１月２日昌・４日晶・５日松・９日昌・１１日
晶　午後１時３０分～３時３０分

入門コース

〃〃〃
ワードでの文書作成や、エク
セルでの表計算の基礎、表作
成を学びます

１１月１６日昌・１８日晶・１９日松・２５日晶・２６日
松　午後１時３０分～３時３０分

活用コース

対象　市内在住の６０歳以上（１１月２日現在）で、次

に該当する方

▼入門コース…パソコンをこれから始めようと思 

　っている方や購入後間もない方

▼活用コース…パソコンの基礎的な操作ができ、

　もう少しレベルアップしたい方

場所　総合福祉センター第３集会室

申込期間　１０月４日昇～１７日捷　午前９時～午後５

時。ただし、松掌抄を除く。

申込・問合先　直接市社会福祉協議会（緯 ５６・５９００

／総合福祉センター内）へ。代理人による申し込

みもできますが、電話による申し込みはできませ

ん。

その他　①申込期間中に定員を超えた場合は抽選を

行い、後日結果を通知します　②各コースとも新

規受講者を優先します　③両コースを重複して受

講することはできません　④申込者が少ないとき

は開講しない場合があります。

老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ老人福祉センターーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソココココココココココンンンンンンンンンンパソコン講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

持 ち 物講　師費　　　用定員内　　容日　 　時　　 な　　 ど

エプロン、
タオル

 早  司 昌弘氏
はや し■受  １ ，０ ０ ０ 円

■教  １ ，０ ０ ０ 円（ほかに１作品 ２ ０ ０円
程度の焼成費が必要）

１０人
粘土で茶わんや湯飲
みなどを作ります

１１月５日～１２月３日の毎週土曜日
全５回　午前９時３０分～１１時３０分

対象　１６歳以上の方。ただし、市内在住、在勤また

は在学の方を優先。

申込期間　１０月１５日松午前１０時～２２日松午後９時。

ただし、１７日捷を除く。

申込・問合先　受講料を持参の上、直接八ツ面ふれ

　あいセンター（緯５７・７７７６）へ。先着順。ただし、

申込開始時に定員を超えた場合は、その場で抽選

を行います。代理人による申し込みもできますが、

電話や郵送での申し込みはできません。

その他　申込者が少ないときは開講しない場合があ

ります。

八八八八八八八八八八ツツツツツツツツツツ面面面面面面面面面面ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ八ツ面ふれあいセンターーーーーーーーーーー陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸実実実実実実実実実実習習習習習習習習習習陶芸実習



　
市
で
は
「
西
尾
藩
ゆ
か
り
の
郷
」

と
し
て
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る

岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
の
歴
史
と

産
業
に
触
れ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の

１８

方
日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
８
時

１１

１３

　
分
～
午
後
５
時

３０
内
容
　
岩
村
産
業
祭
と
町
並
み
散

策
定
員
　
　
人
３０

参
加
料
　
無
料

　
※
昼
食
な
ど
は
各
自
で
用
意
。

申
込
期
限
　
　
月
　
日
晶

１０

１４

　
※
当
日
消
印
有
効
。

申
込
・
問
合
先
　
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
秘
書

課
秘
書
担
当
（
〒
　
―
8
5
0

445

1
住
所
不
要
）
へ
。
１
枚
で
２

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
　
月
　
日
昌
ま
で

１０

２６

に
通
知
し
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
あ
る

油
ヶ
淵
は
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い

ま
す
。
油
ヶ
淵
水
質
浄
化
促
進
協

議
会
で
は
、
水
質
浄
化
活
動
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
「
ア
ク
シ
ョ

ン
油
ヶ
淵
　
西
尾
」
を
開
催
し
ま

in

す
。

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
後
１
時

１０

２１

　
分
～
４
時

３０
場
所
　
文
化
会
館
　

内
容
　
米
津
小
学
校
児
童
や
矢
作

川
を
き
れ
い
に
す
る
会
に
よ
る

水
質
浄
化
活
動
の
紹
介
、
落
語

家
桂
 文
 

ぶ
ん

 喬
 氏
に
よ
る
講
演
、
油

き
ょ
う

ヶ
淵
の
水
質
浄
化
に
関
す
る
展

示
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
保
全

担
当
（
緯
　
・
８
１
１
１
／
ク

３４

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ヶ
淵
　
西
尾

in

１３ 平成２３年１０月１日号広報

▲桂文喬氏

「
女
城
主
の
里
」
恵
那
市

岩
村
町
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

講　　　師テ　　ー　　マ場　　 所日　　   時回

特定非営利法人ブックスタ
ート　三上絢子氏

ブックスタートとは吉良図書館視聴覚会議室１１月２日昌　午後１時～３時１

ブックスタートを体験しよう〃１１月９日昌　午後１時～３時２

美和図書館元司書　山口陽
子氏

赤ちゃんと遊ぼう！　わらべ
歌を中心に

〃１１月１６日昌　午後１時～３時３

ブブブブブブブブブブッッッッッッッッッッククククククククククススススススススススタタタタタタタタタターーーーーーーーーートトトトトトトトトトボボボボボボボボボボラララララララララランンンンンンンンンンテテテテテテテテテティィィィィィィィィィアアアアアアアアアア養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成講講講講講講講講講講ブックスタートボランティア養成講座座座座座座座座座座座
対象　ブックスタートに関心のある方、赤ちゃんや

絵本が好きな方、ボランティア活動に興味のある

方

定員　３０人

費用　無料

申込・問合先　１０月５日昌から直接吉良図書館（緯

３２・３４００）へ。先着順。６日昭からは電話での申

し込みも受け付けます。

講　師費 用定員内　　　容場　　所日　　 時対　 象

西尾市食生活
改善クラブ

 ４ ０ ０ 円２０人
野菜がたっぷり入ったヘルシー
なメニューを作ります

西尾市保健センター
栄養指導室

１０月１７日捷
午前１０時～午後１時

市内在住の方

　健やかな生活は食から始まります。バランスの良

い食事で糖尿病を予防しましょう。男性や料理初心

者の方も歓迎します。

申込・問合先　１０月５日昌午前９時から、電話で西

尾市保健センター（緯５７・０６６１）へ。先着順。

糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿病病病病病病病病病病予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防料料料料料料料料料料理理理理理理理理理理教教教教教教教教教教糖尿病予防料理教室室室室室室室室室室室



　
古
代
史
の
専
門
家
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
資
料
か
ら
幡
豆
郡
司
の

三
河
伴
氏
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

10

15

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
岩
瀬
文
庫
地
階
研
修
ホ
ー

ル
定
員
　
　
人
程
度

70

　
※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は

別
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
の
視
聴

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

講
師
　
専
修
大
学
教
授
　
荒
木
敏

夫
氏

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

対
象
　
独
り
歩
き
が
で
き
る
就
園

前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
前
　
時

１０

１４

１０

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
鶴
ケ
崎
児
童
遊
園
（
中
央

児
童
館
隣
）

　
※
雨
天
時
は
中
央
児
童
館
内
。

内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
遊

び
ま
す
。

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

４０

　
※
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
保
護

者
１
人
の
付
き
添
い
が
必
要
。

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
晶
午

１０

後
１
時
か
ら
直
接
中
央
児
童
館

（
緯
　
・
５
６
６
１
）
へ
。
午

５７

後
１
時
　
分
か
ら
は
電
話
で
も

３０

受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
　１１

日
昇
・
　
日
昌
を
除
く
。

１２

日
時
　
　
月
　
日
晶
～
　
日
掌
 

１０

２１

２３

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
　
日
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
。

２３

３０

場
所
　
文
化
会
館

種
目
　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・

工
芸
・
陶
芸
・
書
・
写
真
・
デ

ザ
イ
ン
・
水
墨
画
　
　

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

●
作
品
展
示
会

日
時
　
▼
　
月
５
日
松
　
午
後
１

１１

時
～
５
時
　
▼
６
日
掌
　
午
前

９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

場
所
　
幡
豆
公
民
館
な
ど

内
容
　
保
育
園
児
や
小
・
中
学
生

の
作
品
、
絵
画
、
書
、
写
真
、

ち
ぎ
り
絵
、
短
歌
、
俳
句
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
、
草
樹
、
金
魚
、

陶
芸
な
ど

　
※
即
売
会
（
金
魚
、
草
樹
な
ど
）

は
６
日
掌
の
み
開
催
。

●
歌
謡
発
表
会

日
時
　
　
月
５
日
松
　
午
後
１
時

１１

～
４
時

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
歌
謡

●
芸
能
発
表
会

日
時
　
　
月
6
日
掌
　
午
前
　
時

１１

１０

～
午
後
4
時

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
小
・
中
学
生
の
合
奏
・
合

唱
、
舞
踊
、
剣
舞
、
詩
吟
、
大

正
琴
、
尺
八
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な

ど
問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

対
象
　
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
親
子

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
８
時

１１

２０

　
分
～
午
後
５
時

２０
集
合
場
所
　
市
役
所
水
道
庁
舎
南

側
駐
車
場
　

行
き
先
　
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン

ド
（
三
重
県
桑
名
市
）

定
員
　
　
人
８０

参
加
料

　
▼
小
学
生
以
上
…
１
０
０
０
円

　
▼
３
歳
以
上
…
５
０
０
円

　
※
パ
ス
ポ
ー
ト
付
き
。
昼
食
は

各
自
で
用
意
。

申
込
期
間
　
　
月
５
日
昌
～
　
日

１０

２０

昭
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯

　
・
５
９
０
０
／
総
合
福
祉
セ

５６ン
タ
ー
内
）
へ
。
申
込
期
間
中

に
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

を
行
い
、
後
日
結
果
を
通
知
し

ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
前
９
時

１１

１２

　
分
～
午
後
３
時
　
分

１５

３５

集
合
場
所
　
一
色
町
公
民
館
、
文

化
会
館

内
容
　
バ
ス
で
愛
知
池
に
向
か
い
、

そ
こ
か
ら
愛
知
牧
場
（
日
進
市

米
野
木
町
）
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ

（
約
４
㎞
）
を
楽
し
み
ま
す
。

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

１５

参
加
料
　
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

２
０
０
円

持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
飲
み
物
、

お
や
つ
、
筆
記
用
具
、
帽
子
、

歩
き
や
す
い
服
装

申
込
期
間
　
　
月
　
日
晶
午
前
９

１０

１４

時
～
　
日
掌
午
後
８
時
　
分

３０

３０

　
※
月
曜
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
参
加
料
を
添
え

て
直
接
一
色
町
公
民
館
（
緯
　７２

・
３
４
１
１
）
へ
。

広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 １１４４

第
　
回
西
尾
市
美
術
展

５２

コミュニティ第１チャンネル 101 0 66chc h 

　キャッチエリアのニュースを月曜日～

金曜日まで、午後６時から生放送！

ＫＡＴＣＨ　ＴＩＭＥ

　８月６日に「安城七夕まつり」と被災

地・岩手県大船渡市の「盛町七夕まつり」

の２つの会場で復興の願いをこめた風船

 ８，０ ０ ０ 個が飛ばされました。安城市民の

復興への小さな願いから始まった「希望」

へのバトンリレーの物語です。

　　　　　　　　（１０／２　午後１時～）

希望のバトンリレー　～七夕まつりがつなぐ絆～

母
子
・
父
子
家
庭
１
日
郊
外
学
習

第
　
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭

３２

愛
知
池
～
愛
知
牧
場
ハ
イ
キ
ン
グ

中
央
児
童
館
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

岩
瀬
文
庫
連
続
講
座

 穂
国
造
 と
三
河
伴
氏

ほ
の
く
に
の
み
や
つ
こ

　キャッチネットワーク加入者の皆さん

と妻籠・馬籠の中山道ハイキングに行っ

てきました。旅の模様をお届けします。

　　　　　　　　　　　　　（１０／１６～）

キャッチプレミアムアワー

地上デジタル１２チャンネル 11２２chc h 

▲愛知牧場



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

　
部
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
車
操
法
、

放
水
訓
練
な
ど
消
防
団
の
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
１
時

１０

２３

　
分
３０

場
所
　
横
須
賀
公
園
（
吉
良
町
）

問
合
先
　
市
消
防
本
部
総
務
課
消

防
団
担
当
（
緯
　
・
６
２
５
０
）

５６

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１０

１６

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

色
支
所
（
緯
　
・
９
６
５
４
／

７２

一
色
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
市
遺
児
手
当
９
月
期
分
（
４
月

～
９
月
分
）
を
９
月
　
日
晶
に
振

３０

り
込
み
ま
し
た
。
金
融
機
関
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
い
な
い
方
に
は
、
８
・
９
月
分

の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

福
祉
担
当

　
子
ど
も
手
当
　
月
期
分
（
６
月

１０

～
９
月
分
）
を
　
月
６
日
昭
に
振

１０

り
込
み
ま
す
。
金
融
機
関
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

福
祉
担
当

　
介
護
者
同
士
で
介
護
に
つ
い
て

の
悩
み
や
日
々
の
思
い
を
話
し
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
介
護
相
談
や
さ
ま
ざ
ま

な
介
護
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象
　
介
護
を
し
て
い
る
方

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１０

１３

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
洗

心
庵
（
４
階
）

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
中
央
（
緯
　
・
８
９
９
８
）

５４

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
２
時

１０

２７

～
３
時
　
分
３０

場
所
　
市
役
所
　
A
B
C
会
議
室

５３

（
５
階
）

定
員
　
　
人
程
度

２０

申
込
方
法
　
　
月
５
日
昌
か
ら
直

１０

接
ま
た
は
電
話
で
長
寿
課
地
域

支
援
事
業
担
当
へ
。

そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
印
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当

　
次
の
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件
な
ど

　請
求
期
限
　
平
成
　
年
９
月
　
日

２６

３０

　
※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特

別
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

●
西
尾
会
場

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１０

２６

１０

～
午
後
１
時

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
晶
ま

１０

２１

で
に
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

●
吉
良
会
場

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
前
　
時

１０

１１

１０

～
午
後
１
時

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
晶
ま

１０

で
に
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）
へ
。

３２

◆
共
通
事
項

対
象
　
妊
娠
中
の
方

内
容
　
妊
娠
中
の
栄
養
の
話
、
調

理
実
習

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
手
ふ
き

参
加
料
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員
　
各
会
場
　
人
（
先
着
順
）

２４

１５ 平成２３年１０月１日号広報

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

平成１５年４月２日以降に戦傷
病者等と婚姻した妻、または
同日以降じ後重症により第５
款症以上の戦傷病者等となっ
た方の妻であって、平成２３年
４月１日において戦傷病者等
である夫が第５款症以上の増
加恩給等を受けていた方

第１８回特別給付金または
第２０回特別給付金の受給
権を取得した妻であって、
戦傷病者等である夫が平
成１５年４月１日から平成
１８年９月３０日までの間に
公務傷病以外の原因によ
り死亡した方

額面１５万円
（軽症者は半額）
５年償還の国債

額面５万円
５年償還の国債

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／リリ
サイクルプラザサイクルプラザ棟棟１１階／階／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

１０

展示・入札期間　１０月１日松～２２日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　１０月２３日掌　午前１０時

引取期間　１０月２３日掌～２６日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　１０月１９日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　布、フェルト

申込期間　１０月１日松～１８日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

壁飾りをつくろう講習会 子
ど
も
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

市
遺
児
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

介
護
者
の
つ
ど
い

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座

妊
娠
中
の
栄
養
コ
ー
ス

一
色
地
区
障
が
い
者
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
消
防
団
観
閲
式



　
「
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
合

併
症
を
予
防
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
糖
尿
病
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。

対
象
　
糖
尿
病
の
患
者
と
そ
の
家

族
日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１０

２９

　
分
～
４
時

３０
場
所
　
市
民
病
院
講
堂
（
２
階
）

内
容
　
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会

や
ミ
ニ
劇
・
ク
イ
ズ
、
具
体
的

な
食
事
例
な
ど
の
展
示

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
午
後
１
時
か
ら
１
時
　３０

分
ま
で
と
休
憩
時
間
に
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
民
病
院
内
科
受
付

（
緯
　
・
３
１
７
１
）

５６

　
　
歳
以
上
の
方
が
イ
ン
フ
ル
エ

６５
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を

公
費
で
負
担
し
ま
す
。
予
防
接
種

は
個
別
の
医
療
機
関
で
１
回
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象
　
接
種
日
に
　
歳
以
上
の
方

６５

ま
た
は
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で

６０

６５

一
定
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に

障
害
の
あ
る
方

接
種
期
間
　
　
月
１
日
松
～
　
月

１０

１２

　
日
松

３１
接
種
場
所
　
市
内
の
医
療
機
関

　
※
実
施
し
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

個
人
負
担
金
　
１
０
０
０
円

　
※
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
低
所
得
者
減

免
に
該
当
す
る
方
は
無
料
。

低
所
得
者
減
免
対
象
と
接
種
時
に

必
要
な
書
類

　
①
生
活
保
護
世
帯
…
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
用
生
活
保
護
証
明
書
（
福

祉
課
で
発
行
）

　
②
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
用
住
民
税
非
課
税
証

明
書
（
税
務
課
で
発
行
）

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）
、
吉
良

５７

保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０

３２

０
１
）

　
み
ん
な
で
お
腹
の
底
か
ら
声
を

出
し
て
童
謡
を
歌
う
音
楽
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１０

２０

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
程
度
（
先
着
順
）

５０

講
師
　
沖
田
昌
子
氏

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
推
進
員

申
込
・
問
合
先
　
　
月
６
日
昭
か

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
西
尾
市

保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６

５７

６
１
）
へ
。

　
市
で
は
、
市
民
活
動
推
進
事
業

補
助
金
の
２
次
募
集
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

●
市
民
活
動
を
行
う
団
体

要
件
　
①
市
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
営
利
や
政
治
・

宗
教
を
広
め
る
目
的
で
な
い
　

②
構
成
員
の
異
動
・
変
更
に
か

か
わ
ら
ず
、
継
続
し
て
活
動
が

で
き
る
　
③
市
と
協
働
で
き
る

④
　
月
１
日
以
降
の
事
業
で
あ

１１
る
　
⑤
そ
の
他
（
▼
構
成
員
が

　
人
以
上
　
▼
規
約
、
会
則
な

10ど
が
あ
る
　
▼
多
数
決
の
原
則

が
あ
る
　
▼
代
表
者
の
権
限
が

明
ら
か
で
あ
る
　
▼
会
計
処
理

が
適
正
で
あ
る
な
ど
）

対
象
経
費
　
市
民
活
動
事
業
に
必

要
な
費
用

　
※
団
体
の
運
営
に
か
か
る
費
用

は
対
象
外
で
す
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
よ
う
と

す
る
団
体

要
件
　
①
市
民
活
動
を
行
う
　
②

　
年
度
中
に
設
立
登
記
が
完
了

２３予
定
　
③
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
お
よ
び
代
表
の
住
所
が
市

内
に
あ
る

対
象
経
費
　
法
人
の
認
証
取
得
申

請
費
用
、
市
民
へ
の
周
知
費
用
、

設
立
当
初
の
運
営
費
な
ど

◆
補
助
金
申
請
に
係
る
共
通
事
項

補
助
金
額
　
補
助
対
象
額
が
５
万

円
未
満
の
場
合
は
全
額
。
補
助

対
象
額
が
５
万
円
以
上
の
場
合

は
そ
の
２
分
の
１
の
額
か
５
万

円
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額

（
限
度
額
は
　
万
円
）
。
た
だ

１０

し
、
予
算
の
範
囲
内
。

提
出
書
類
　
補
助
金
交
付
申
請
書

な
ど

申
込
期
限
　
　
月
　
日
晶

１０

２１

　
※
市
民
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
団

体
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
市

民
協
働
課
市
民
活
動
推
進
担
当

へ
。
申
請
書
類
な
ど
は
同
課
に

用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
月
　
日
松
・
　
日
掌
に
開
催

１０

２９

３０

す
る
「
に
し
お
本
ま
つ
り
」
で
本

を
無
料
で
譲
渡
す
る
「
本
の
リ
サ

イ
ク
ル

市
」
を

行
い
ま

す
。
こ

の
リ
サ

イ
ク
ル

市
の
た

め
の
本

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
　
月
１
日
松
～
　
日

１０

１４

晶
受
付
場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
１

階
受
付
窓
口

そ
の
他
　
漫
画
や
雑
誌
、
汚
れ
た

本
は
除
き
ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６

広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 １１６６

第
　
回
糖
尿
病
の
つ
ど
い

２５
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

市
民
活
動
推
進
事
業
補
助

金
２
次
募
集

不
要
に
な
っ
た
本
を
募
集
し
ま
す

何
歳
に
な
っ
て
も
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　
音
楽
健
康
講
座



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

　
市
立
看
護
専
門
学
校
で
は
、
社

会
人
を
対
象
と
し
た
　
年
度
入
学

２４

生
の
入
学
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

看
護
師
を
志
望
す
る
方
は
、
ぜ
ひ

受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
　
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方

　
①
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業

と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
方

　
②
　
年
４
月
１
日
現
在
満
　
歳

２４

２３

以
上
で
、
主
婦
を
含
む
３
年

以
上
の
社
会
人
経
験
を
有
す

る
方

　
③
合
格
し
た
場
合
、
必
ず
入
学

す
る
方

募
集
人
員
　
推
薦
入
学
者
と
併
せ

て
　
人
程
度

２０

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

１３

～
正
午

場
所
　
市
立
看
護
専
門
学
校

試
験
科
目
　
国
語
（
古
文
・
漢
文

を
除
く
）
、
面
接

提
出
書
類
　
①
写
真
（
縦
５
尺
×

横
４
尺
、
正
面
・
上
半
身
・
脱

帽
し
た
も
の
）
を
貼
付
し
た
入

学
願
書
と
受
験
票
　
②
出
身
高

等
学
校
の
卒
業
証
明
書
　
③
受

験
料
分
（
１
万
円
）
の
郵
便
為

替
　
※
入
学
願
書
、
受
験
票
は
看
護

専
門
学
校
に
用
意
。

出
願
期
間
　
　
月
　
日
捷
～
　
日

１０

１７

３１

捷
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

出
願
方
法
　
提
出
書
類
を
直
接
ま

た
は
簡
易
書
留
で
市
立
看
護
専

門
学
校
（
〒
　
―
０
０
７
４
戸

４４５

ケ
崎
町
広
美
１
０
９
―
１
）
へ
。

合
格
発
表
日
　
　
月
　
日
晶

１１

１８

　
※
本
人
に
通
知
す
る
と
と
も
に

同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
受

験
番
号
を
掲
載
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
立
看
護
専
門
学
校
庶

務
担
当
（
緯
　
・
８
８
０
０
）

５４

　
市
観
光
協

会
で
は
、
大

き
い
カ
ボ
チ

ャ
や
重
い
カ

ボ
チ
ャ
、
変

わ
っ
た
形
の

カ
ボ
チ
ャ
な

ど
が
全
国
か

ら
集
ま
る
「
第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ
サ

２２

ミ
ッ
ト
」
へ
の
出
品
の
ほ
か
、
た

く
さ
ん
の
カ
ボ
チ
ャ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
　
月
　
日
の
冬
至
の
日

１２

２２

に
サ
ミ
ッ
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

寄
せ
ら
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
は
当
日
振

る
舞
わ
れ
る
「
か
ぼ
ち
ゃ
し
る
こ
」

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法
　
　
月
　
日
昭
ま
で
に

１１

１７

か
ぼ
ち
ゃ
寺
ハ
ズ
観
音
（
緯
　６２

・
２
２
９
７
／
東
幡
豆
町
）
へ
。

問
合
先
　
市
観
光
協
会
（
商
工
観

光
課
内
）

　
市
民
病
院
で
は
、
電
気
設
備
年

次
点
検
実
施
に
伴
い
停
電
し
ま
す
。

市
民
病
院
を
利
用
す
る
方
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１０

１５

～
５
時
　
分
３０

内
容
　
照
明
、
テ
レ
ビ
、
自
動
販

売
機
、
給
茶
機
な
ど
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

一
部
使
用
に
な
り
ま
す
。
売
店

は
午
後
１
時
か
ら
、
レ
ス
ト
ラ

ン
は
終
日
休
業
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
民
病
院
管
理
課
庶
務

・
経
理
担
当
（
緯
　
・
３
１
７

５６

１
）

１７ 平成２３年１０月１日号広報

市
立
看
護
専
門
学
校
社
会
人
入
試

申込期間　１０月７日晶～１４日晶

入居可能日　１２月１日昭

抽選日時　１０月２１日晶　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があ

ります。また、上記以外で随時入居で

きる住宅が用意できる場合があります

ので、詳しくはお問い合せください。

申込・問合先　建築課住宅管理担当

戸   数号数・家賃 （円）間 取 り住　 宅 　名

２

（一般世帯向）

V―６３号、

Z―109号

８， ３００～１７， ５００

２階、３階

３DK

水洗

中野郷住宅

（中原町半谷２０）

１

（一般世帯向）

３号

１２， ６００～２４， ７００

１階

３Ｋ

水洗

須原住宅
（吉良町吉田

須原３３―１）

１

（世帯・単身者向）

1―37号

８， ３００～１３， ８００

２階建

２DK

非水洗

中野郷住宅

（中原町半谷２０）

１

（世帯・単身者向）

１５号

７， ８００～１５， ４００

２階建

２DＫ

水洗

王塚住宅
（吉良町友国

王塚２４）

１

（世帯・単身者向）

１１号

１１， １００～１７， １００

２階建

２DK

非水洗

鳥羽住宅
（鳥羽町十三

新田46―18）

市
民
病
院
の
停
電
の
お
知
ら
せ

第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ミ
ッ

２２
ト
へ
の
カ
ボ
チ
ャ
を
募
集



　
　
月
　
日
捷
か
ら
　
日
掌
ま
で

１０

１７

２３

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。
こ
の
週

間
に
ち
な
み
、
特
設
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
前
　
時

１０

２１

１０

～
正
午

場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室
（
１

階
）
、
一
色
支
所
第
１
会
議
室

相
談
員
　
総
務
大
臣
か
ら
委
託
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員

相
談
内
容
　
国
の
行
政
全
般
（
年

金
、
保
険
、
税
金
、
教
育
、
道

路
、
交
通
、
環
境
衛
生
、
窓
口

の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
つ
い
て

の
要
望
や
意
見
、
苦
情
な
ど

費
用
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。
市
で
は
、

毎
月
第
２
金
曜
日
に
も
行
政
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
担
当

対
象
　
市
内
在
住
で
、
　
月
１
日

１０

現
在
、
私
立
高
等
学
校
（
定
時

制
を
含
む
）
ま
た
は
専
修
学
校

高
等
課
程
に
在
学
し
て
い
る
生

徒
（
正
規
の
修
業
年
限
内
に
あ

る
方
に
限
る
）
の
授
業
料
を
負

担
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
授

業
料
の
全
額
を
免
除
ま
た
は
補

助
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
く
。

補
助
金
額
　
年
額
１
万
２
０
０
０

円
。
た
だ
し
、
授
業
料
の
免
除

や
ほ
か
の
補
助
を
受
け
た
後
に

納
入
す
べ
き
授
業
料
が
１
万
２

０
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、
そ

の
納
入
す
べ
き
授
業
料
の
額
。

申
請
期
限
　
在
学
し
て
い
る
学
校

が
指
定
す
る
日
。
た
だ
し
、
教

育
庶
務
課
ま
た
は
各
支
所
生
活

課
へ
申
請
す
る
場
合
は
　
月
　

１０

３１

日
捷
。

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
裏
面
の
在
学
証
明

書
に
証
明
を
受
け
た
上
、
在
学

し
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
庶

務
課
、
各
支
所
生
活
課
へ
。

　
※
申
請
書
は
学
校
ま
た
は
同
課

に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先
　
教
育
庶
務
課
庶
務
担
当

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

道
路
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。
用

地
取
得
は
公
共
事
業
を
進
め
る
上

で
根
幹
と
な
る
業
務
で
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先
　
土
木
課
用
地
担
当

広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 １１８８

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　「蒲郡らしい・蒲郡ならでは」の体験プロ
グラムを通して、海のまち・湯のまち蒲郡の
自然、文化、歴史、産業の魅力を再発見しま
す。
日時　１０月８日松～１１月６日掌
内容　①食べる・飲む　②レジャー・スポー
ツ　③漁業・農業　④文化・産業　⑤知識
・学び　⑥クラフト・芸術　⑦ヘルス・ビ
ューティー　⑧蒲郡魅力人　⑨祭り・伝統 
のカテゴリーに分けられた 1 0 0 のプログラ
ムを市内全域で実施します。
申込・問合先　オンパクｉｎ蒲郡プログラム事
務局（緯０５３３・６６・６２５５／http://taikenp
　lan.jp/）

　地元物産展やゲームコーナー、各種団体が
出演するステージが開催されます。
日時　１１月３日抄・５日松・６日掌　午前１０
時～午後４時

場所　愛知こどもの国ゆうひが丘自由広場
（メイン会場）

その他　３日抄には県立鶴城丘高等学校の生

徒が立ち上げた仮想会社「カクジョーマー
チ」がやってきます。午前１１時３０分からパ
ンやコロッケ、花壇苗、草花などを販売し
ます。同校音楽部による演奏もあります。
問合先　愛知こどもの国（緯６２・４１５１）

　心地よい秋の潮風を感じながら、さわやか
な汗を流してみませんか。
期日　１０月２２日松　※小雨決行。
受付時間　午前９時～１０時３０分
受付場所　名鉄吉良吉田駅、東幡豆駅
　※どちらからでもスタートできます。
コース　吉良吉田駅～吉良ワイキキビーチ～
鳥羽海岸～寺部海岸～東幡豆駅（約１２灼）

　※午後３時までにゴールしてください。
主催　名鉄電車利用促進懇談会
その他　昼食などは各自で用意。復路は名鉄
電車を利用してください。
問合先　交通対策課交通対策担当

名鉄こどもの国駅から徒歩名鉄こどもの国駅から徒歩約約１５１５分分

愛知こどもの国「秋まつ愛知こどもの国「秋まつりり」」

蒲郡市内全蒲郡市内全域域

オンパオンパククｉｎｉｎ蒲郡蒲郡

名鉄吉良吉田駅・東幡豆名鉄吉良吉田駅・東幡豆駅駅

きら・はずビーチビューウォーキンきら・はずビーチビューウォーキンググ

私
立
高
等
学
校
・
専
修
学
校

の
授
業
料
を
補
助
し
ま
す

　
月
は
公
共
用
地
取
得
の

１０重
点
月
間
で
す



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１９ 平成２３年１０月１日号広報

　浄土宗を開いた法然上人の

 ８ ０ ０ 回忌の年に当たり、大樹

寺、信光明寺、随念寺など岡

崎市内の由緒ある寺をはじめ

とする三河の浄土宗寺院に伝

わる至宝約 １ ２ ０ 件を一堂に展

示し、浄土教美術の粋を紹介

します。

日時　１０月８日松～１１月２０日

掌　午前１０時～午後５時

（入館は４時３０分まで）

　※月曜日は休館日。ただし、

月曜日が祝日の場合は火

　　曜日が休館日となります。

場所　岡崎市美術博物館（岡崎市高隆寺町）

観覧料　一般＝ ６ ０ ０ 円、小・中学生＝ ３ ０ ０ 円

　※各種障害者手帳を持っている方とその介助者

　　は無料。

問合先　岡崎市美術博物館（緯０５６４・２８・５０００）

三河浄土宗寺院の名宝岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎

▲阿弥陀三尊来迎図

　鬼みちの沿道に鬼あ

かり（瓦製ランプシェ

ード）が飾られ、幽玄

な雰囲気の中を散策す

ることができます。地

元グルメの出店や瓦づ

くり体験、チャラポコ

踊りなどもお楽しみく

ださい。

日時　１０月１５日松　午

後１時～７時３０分

　※鬼あかり点灯は午

　　後５時から。小雨決行。

場所　鬼みち／名鉄高浜港駅～森前公園（かわら

　美術館）

問合先　鬼みちまつり実行委員会事務局（緯０５６６

　・５２・１１１１／高浜市地域産業グループ内）

第１０回鬼みちまつり高高高高高高高高高高高浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜 三好八幡社秋の大祭みみみみみみみみみみよよよよよよよよよよみよししししししししししし

　江戸時代の建造といわれるみよし市指定文化財

「三好上・三好下の山車」２台を、 囃  子 の音色と
はや し

ともに威勢のいい男衆が市内を引き回します。

日時　１０月１６日掌　午後６時～９時

場所　三好八幡社および周辺道路（みよし市三好

町）

問合先　みよし市秘書広報課（緯０５６１・３２・８３５７）

情情 報報 通通 信信

　陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集
します。 ▼受付期間／推薦＝１１月１日
昇～１２月１６日晶、一般＝１１月１日昇～
２４年１月６日晶　●進路説明会　参加
を希望する場合は事前に連絡してくだ
さい。 ▼日時／１０月２３日掌午後２時～
４時 ▼場所／自衛隊豊川駐屯地（豊川
市穂ノ原） ▼問合先／自衛隊岡崎出張

所（緯０５６４・２１・７３０３／岡崎市朝日町）

▼期日／１１月１９日松・２０日掌 ▼定員／
１５人 ▼受講料／ ２ ，３ ０ ０ 円。テキスト代
などは別に必要。 ▼申込期限／１０月２４
日捷 ▼申込・問合先／はがきに講座名、
郵便番号、住所、氏名、生年月日、電
話番号、勤務先名、勤務先電話番号を
記入の上、郵送で県立高浜高等技術専

門校（緯０５６６・５３・００３１／〒 ４ ４ ４ ―１３
２４高浜市碧海町４―１―６）へ。

　県では、皆さんの交通機関の利用実
態を調べ、今後のまちづくりなどに活
用するため、無作為に選んだ家庭へ１０
月～１１月ごろに調査票を送付します。

▼問合先／中京都市圏パーソントリッ
プ調査相談窓口（緯０１２０・ １ ０ １ ・ ７ １ １ ）

第二種電気工事士技能講第二種電気工事士技能講座座

講座

パーソントリップ調査にご協力パーソントリップ調査にご協力をを

その他
自衛隊生徒を募集しま自衛隊生徒を募集しますす

募集



広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 ２２００

（中畑二丁目）
平成２１年４月生まれ

鈴木  桜  音 ちゃん
か のん

桜音の笑顔は最高の癒
やしだよ竃その笑顔を
忘れず大きくなーれ☆

（伊藤三丁目）
平成２１年１０月生まれ

渡邊  咲  里 ちゃん
さ り

笑顔がかわいい咲里ち
ゃん竃お姉ちゃんと仲
良くいっぱい遊んでね。

（錦城町）
平成２２年３月生まれ

加藤  煌  人 くん
あき と

煮豆が大好きなあっち
竃たくさん食べて、遊
んで大きくなーれ♪

（吉良町）
平成２２年３月生まれ

平野  桃  羽 ちゃん
もも は

お姉ちゃんと踊る事が
大好きな桃羽♪２人仲
良く大きくなあれ☆

（市子町）
平成２１年１０月生まれ

榊原  歩  実 ちゃん
あゆ み

かわいいあゆちゃん竃
みんなの宝物☆お姉ち
ゃんと元気に育ってね。

（一色町）
平成２１年３月生まれ

村松  蓮 くん
れん

やんちゃでわんぱくな
蓮くん、すくすく育っ
てね。

（熊味町）
平成２２年３月生まれ

藤井  真  代 ちゃん
ま しろ

 愛 
あい

 嬌 たっぷりのまーち
きょう

ゃん。これからも、お
兄ちゃんと仲良くね☆

（志籠谷町）
平成２２年３月生まれ

市川  嵐  太 くん
あら た

いつもニコニコ笑顔い
っぱいのあっくん♪元
気にすくすく育ってね。

　
９
月
か
ら
佐
久
島
で
の
生
活
を
始

め
た
新
里
碧
さ
ん
。
県
の
離
島
振
興

事
業
「
あ
い
ち
の
離
島
・
　
日
間
チ

８０

ャ
レ
ン
ジ
！
」
の
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば

れ
て
、
佐
久
島
の
情
報
発
信
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
里
さ
ん
は
芸
術
大
学
を
卒
業
後
、

広
告
代
理
店
で
の
勤
務
を
経
て
、
滋

賀
県
で
行
わ
れ
た
芸
術
祭
で
作
品
の

制
作
や
名
物
料
理
の
企
画
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
も
っ

と
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生

ま
れ
、
今
回
応
募
す
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　
東
京
で
の
生
活
か
ら
一
変
し
て
、

島
で
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
が
「
の

ん
び
り
し
て
い
て
過
ご
し
や
す
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す
新
里
さ
ん
。

現
在
は
、
観
光
客
や
島
民
の
方
に
積

極
的
に
声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
た
り

し
な
が
ら
島
の
散
策
や
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
な
ど
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
の
生
活
の
様
子
や
出
来
事
な
ど
、

佐
久
島
の
魅
力
を
漫
画
で
表
現
し
、

ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
ま
で
に
は
、
島
の
素
材
を
使

１２
っ
た
立
体
作
品
の
制
作
と
新
し
い
名

物
の
開
発
を
し
ま
す
。
「
島
民
の
方

に
島
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
佐
久
島
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
物
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
十
分
。
「
佐
久
島
は
自
然

が
い
っ
ぱ
い
で
と
て
も
良
い
と
こ
ろ

で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
！
」

 新  里 
にっ さと

 碧 さん
みどり

８０日間佐久島の魅力を探
り、全国に情報発信

●一色町佐久島▲佐久島で観光客と笑顔で話す新里さん（写真左）。毎日の出来事な
どを漫画に描き、県ホームページ（http : / / aichi - rito . jp / sakushima /）
 で紹介していますので、ぜひご覧ください。



　６６

京京
のの
大大
火火
とと
松松
平平
乗乗
完完

のの
りり

ささ
だだ

で
に
九
州
で
は
有
益
と
さ

れ
て
い
た
油
を
用
い
た
稲

の
害
虫
駆
除
法
を
、
よ
り

多
く
の
人
々
、
と
り
わ
け

そ
れ
ま
で
何
度
も
飢
饉
で

苦
し
ん
だ
東
北
地
方
の
人

に
伝
え
よ
う
と
、
文
政
９

（
１
８
２
６
）
年
に
著
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
害
虫
駆
除

方
法
と
は
、
水
田
に
油
を

浮
か
べ
、
そ
の
水
面
へ
稲

の
害
虫
を
払
い
落
と
し
て

油
の
皮
膜
で
虫
が
飛
び
去

る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に

虫
の
気
門
を
ふ
さ
い
で
窒

息
死
さ
せ
る
と
い
う
方
法

で
、
そ
の
と
き
に
用
い
る

油
に
は
鯨
の
油
が
最
適
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
農
業
は
稲
作
を
中
心
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
陸
か
ら

稲
作
が
伝
わ
っ
た
弥
生
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は

年
貢
を
米
で
納
め
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
稲
作
は
自
然
を
相
手
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
候
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
不
作
の
年
が
続
き
 飢
  饉
 が
起
こ
る
こ
と
も
た
び

き
 
き
ん

た
び
で
し
た
。

　
本
書
を
著
し
た
 大
  蔵
  永
  常
 は
九
州
出
身
の
農
学
者
で
す
。
こ
の
除
蝗
録
で
は
、
す

お
お
 く
ら
 な
が
 つ
ね

 除
  蝗
  録
 

じ
ょ
 
こ
う
 
ろ
く

（
　
―
　
）
１
冊

３４

６３

２２１１ 平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号広広報報

　
大
給
松
平
　
代
・
松
平
乗
完
が

１２

京
都
 所
  司
  代
 に
任
ぜ
ら
れ
た
直
後

し
ょ
 
し
 
だ
い

の
天
明
８
（
１
７
８
８
）
年
正
月

　
日
早
朝
、
京
都
で
大
火
事
（
 天
 

て
ん

３０ 明
 

め
い
の

 大
  火
 ）
が
あ
り
ま
し
た
。
四
条

た
い
 
か

大
橋
東
詰
め
辺
り
で
出
火
し
、
折

あ
し
く
東
南
方
向
か
ら
の
強
風
に

 煽
 ら
れ
た
火
の
粉
は
鴨
川
の
上
を

あ
お走

り
抜
け
て
寺
町
通
り
の
寺
院
に

燃
え
移
り
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

京
都
市
街
は
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。

そ
の
被
害
は
少
な
く
と
も
焼
失
地

域
１
４
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
焼
失

家
屋
３
万
６
７
９
７
軒
、
焼
失
寺

院
２
０
１
、
焼
失
神
社
　
に
及
び
、

３７

京
都
所
司
代
の
屋
敷
も
焼
失
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
件
を
聞
い
た
乗
完
は
直

ち
に
上
洛
し
て
、
東
山
 高
  臺
  寺
 に

こ
う
 だ
い
 
じ

 寓
  居
 し
、
京
都
町
奉
行
と
共
に
災

ぐ
う
 き
ょ

害
後
の
復
興
に
努
め
、
都
の
民
た

ち
の
心
に
安
心
を
与
え
、
離
散
せ

ず
に
居
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
乗
完
か
ら
町
奉

行
へ
達
し
た
文
書
に
は
、
こ
の
度

の
火
災
で
全
て
の
人
が
難
義
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
よ
り
互
い
に

 奢
 り
を
棄
て
、
生
活
を
質
素
に
し

お
ごて

親
し
み
 睦
 み
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ

む
つ

の
産
業
に
励
む
べ
き
で
あ
る
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
乗
完
と
京
都
町
奉
行

か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
京
都
御
所

の
東
側
に
あ
る
浄
土
宗
の
大
本
山

の
 清
  浄
 

し
ょ
う
 じ
ょ
う

 華
  院
 （
浄
華
院
）
で
鎮
魂

け
 
い
ん

の
 大
  施
  餓
  鬼
 法
要
が
行
わ
れ
ま
し

お
お
 
せ
 
が
 
き

た
。
そ
の
時
、
同
寺
の
聖
道
大
和

尚
は
本
堂
前
に
供
養
塔
で
あ
る
五

輪
塔
と
鎮
魂
碑
で
あ
る
方
形
の
石

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
五
輪
塔
の

 地
  輪
 に
は
「

ち
 
り
ん

 焼
 

し
ょ
う

 亡
  横
  死
 百
五
十
人

ぼ
う
 お
う
 
し

之
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
を
完
璧
に
防
ぐ
こ
と
は
不

可
能
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
も

災
害
に
対
す
る
備
え
を
欠
か
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
先
人
た
ち

は
、
こ
の
歴
史
を
忘
れ
さ
せ
な
い

よ
う
に
と
供
養
塔
と
鎮
魂
碑
を
建

て
、
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
た
の
で
し
ょ
う
。

▼

油
を
用
い
た
害
虫
駆
除
作
業
の
風
景
の
挿
し
絵
で
す
。
挿
し
絵
は
、

『
 江
  戸
  名
  所
  図
  会
 』
の
挿
し
絵
で
も
知
ら
れ
る

え
 

ど
 
め
い
 
し
ょ
 
ず
 

え

 長
  谷
  川
  雪
  旦
 が
描
い
て

は
 

せ
 
が
わ
 せ
っ
 
た
ん

い
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
開
催
中
の
企
画
展
「
日
本
人
と
く
じ
ら
」
に

て
展
示
中
で
す
。



広広報報平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号 ２２２２

大なスケー大なスケールル

三河一色大提灯まつ三河一色大提灯まつりり壮

で三河一色大提灯まつりが行われました。こ

の祭りは１６世紀頃に田畑などに被害をもたら

した海魔退散のためにたいた大かがり火が起

源。後に提灯の献灯へと替わり、氏子たちが

その大きさを競ったため、現在の大きさとな

りました。２６日の午前中から祭りの準備が始まり、最大で直径 ５ ． ６ 

杓、長さ１０杓もの提灯１２張が人力で吊り上げられました。日没を迎

え、火のともった提灯を一目見ようと多くの人が神社を訪れ、その

数は２日間で約１０万人となりました。

　８月２６日・２７日の両日、諏訪神社（一色町）

一日消防士として体験入署しました。

　レンジャー体験ではロープの上に体を乗せて

渡るセーラー渡りに挑戦。懸命にバランスを取

りながらロープを握って進む姿に「頑張れ！」

と声援が飛んでいました。放水体験では、水圧

にびっくりしながらも、ホースを構えるその真

剣な表情は消防士さながら。ほかにも、三角巾を使った止血法を学ぶ救急

体験や、地震の揺れを体感できる地震体験車「なまず号」への乗車、グル

ープ対抗バケツリレーによる初期消火競技などを行い、参加した児童らは

楽しみながら防火や防災への意識を高めていました。

　８月２３日、市内の２６小学校の５・６年生でつ

くる少年消防クラブ員 １ ５ １ 人が、市消防本部に

分は本物の消防士分は本物の消防士！！

児童が一日体験入児童が一日体験入署署気

県内外から３５チーム、約 １ ，２ ０ ０ 人

のフラダンス愛好家が出演し、華

やかな衣装で踊りを披露しました。

夜からは、ポリネシア・カルチャー・センターのダンスチー

ムによるショーが行われました。本場のポリネシアダンスや

ファイアナイフダンスショーなど、迫力ある演舞に会場は大

きな歓声と拍手に包まれました。５日間で延べ約 ７ ，９ ０ ０ 人が

訪れ、南国ムードに染まった吉良の夏を楽しんでいました。

国ムードに染まった５日国ムードに染まった５日間間

２０１２０１１１ハワイアンフェスティバハワイアンフェスティバルル南

　８月２２日～２６日にかけて、２０１１

ハワイアンフェスティバ ル ｉ ｎ 吉良

ワイキキビーチが開催されました。



２２３３ 平平成成２２３３年年１１００月月１１日日号号広広報報

８／１６ ９／１０

吉良町公民館　吉良町公民館でで南極ＯＢ南極ＯＢ

会東海支部幹事長加藤好会東海支部幹事長加藤好孝孝

氏による講演氏による講演会会「白瀬隊長「白瀬隊長

と南極観測事業」が行わと南極観測事業」が行われれ

ましたました。。南極の氷や石な南極の氷や石などど

も披露され、来場者は珍も披露され、来場者は珍しし

げに観賞していましたげに観賞していました。。

白瀬日本南極探検隊１ ０ ０ 周

年記念プロジェクト
８８ //２８２８
　

　第第１１００回一色・回一色・吉吉

良・幡豆文協展良・幡豆文協展がが

吉良町公民館で吉良町公民館で開開

催されました。催されました。力力

作が展示されて作が展示されておお

り、会場を訪れり、会場を訪れたた

人は作品を熱心に見ていました人は作品を熱心に見ていました。。

一色・吉良・幡豆文協展９９ //４４
　

　平坂中学校プールで第

５７回市民体育大会水泳競

技大会が開催されました。

自己ベストや大会新記録

を目指して熱戦が繰り広

げられました。

第５７回

市民体育大会水泳競技大会
８８ //２０２０

　８月２７日、東幡豆海岸で

「親子で海上探検」が行われ

ました。当日は大潮の前日。

大きく潮が引いて現れた干潟

で、参加した親子ら３４人はカ

ニやヤドカリを観察したり、

アサリを掘ったりしていまし

た。塩分濃度に急激な変化があると巣穴から飛び出す性質

を利用したマテガイの捕獲にも熱中し、巣穴に塩を振りか

け、頭を出したところをつかんで引き抜くと、独特の細長

い形にみんな驚いて

いました。

　また、前島から監

督測量船しおさいへ

乗船して海から海岸

線のまち並みを眺め、

参加者らは豊かな自

然を身近に感じてい

ました。

潟の生物を観察しよう潟の生物を観察しよう！！

「親子で海上探検」を開「親子で海上探検」を開催催干

　９月５日から７日にかけて、佐久

島の西渡船場待合室の改修が行われ

ました。改修を行ったのは名城大学

で建築を学ぶ学生の皆さん。改修に

携わるのは初めてという皆さんは、

「考えていたよりも大変」とその難

しさを感じつつ、朝から深夜まで作

業を続けていました。

　待合室の壁紙を塗り直したり、

新たに作った棚などを設置した

りし、また椅子や机にも彩色を

して内装を一新。「島民の方や

島を訪れた方に、乗船までの時

間をゆったりとくつろいでもら

いたい」と、白を基調にした落

ち着いた雰囲気の待合室が完成

しました。装いの変わった待合

室を、一度見に来てみてはいか

がでしょうか。

生が佐久島で改修に挑生が佐久島で改修に挑戦戦

西渡船場待合室リノベーショ西渡船場待合室リノベーションン学

参加者は西幡豆駅　参加者は西幡豆駅をを

スタートし、初秋のスタートし、初秋の風風

を感じながら緑したを感じながら緑したたた

る山里を歩き、ゴーる山里を歩き、ゴールル

の後には秋の幡豆・の後には秋の幡豆・友友

引市を楽しみました引市を楽しみました。。

第１０回はず夢ウォークと

秋の幡豆・友引市
９９ //１０１０
　

　文化会館大ホ

ールにて、ジャ

ズダンスやフラ

メンコ、クラシ

ックバレエなど

日ごろの練習の成果が披露されました。

第２２回洋舞フェスティバル

２０１１
９/９ /４４
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